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去る
七
月二
十八
日
早
朝、
中国
河
北
省
唐
山
市を

中心
に
発
生
し
た
大
地
霞
は、
中国
社
会の
心
臓
部に

巨
大
な
被
害
を
もた
ら
し
た。

被
告の
全
容
は、
現
在
まで
の
とと
ろ
ま
だ
発
表さ

れてい
ない
が、
一
説に
よ
ると、
百
万
人
以
上の
死

者が
出
た
と
もい
わ
れてい
る
（
た
と
え
ば、
七
月三

十一
日
北
京
発ブル
ガ
P
ア
通
信）
。

AV
－－ 

中
国
当
局は、
と
の
八
月
十日に
も、
再
び
余程瞥

報を
発し
てい
る
の
で、
状
況
は
なお
流
動
的で
あ
り、

－
外
交
時
評

国
人に
制限・挺
さ
れ
る
の
を
忌
避
し
よ
うと
する
衝
動
だ

と
もい
え
よ
う。

そ
れに
し
て
も、
毛
沢
東
時
代の
終えん
が
迫
りつ

つ
あ
る
今日、
中
国の
心
臓
部に
起こっ
た
今
回の
大

地
震は、
中国に
大
き
な
衝
撃
を
与えたよ
うに
思
わ

れ
る。ま

ず
第一
に、
地
位
予知
の
大
衆
路
線を
砂
示
し
て

き
た
中国が、
肝
心
の
と
きの
予
知に
失敗し
たと
と

で
あ
る。
「
毛
沢
東
思想」
に
依
拠し
さ
え
す
れ
ば、

「
人は天
災に
勝つ」
とい
う
神
話が、
と
の一
点に

中
国
地
震
と
「
毛
沢
東
思
想」

中
嶋
嶺
雄（東京外国語大学助教授）

北
京の
瞥
戒
体
制
も
解か
れてい
ない。

今
回の
地
震に
たい
し
て
中
国
当
局は、
日
本、
ァ

メ
pヵ、
フィ
pピン
な
ど
諸
外
国の
数
援
物
資
提
供

申し
入
れ
を
固
辞し、
各
国
赤
十
字か
ら
の
救
援申し

入
れ
を
辞
退
し
た
ほ
か、
去
る
八
月一
日に
は、
外
交

官、
新
聞
記
者も
含む
駐
在
外
国
人に
圏
外
退
去
を
勧

告
する
な
ど、
き
わめ
て
異
例の
措
置に
出た
の
で
あ

っ
た。と

の
よ
う
な
措
置は、
外
部
世
界か
ら
の
人
的・
物

的
流入、
外
部
世
界と
の
諸
交
流を一
時
断
ち
切るこ

と
を
意
味
し、
中
国で
生
起
し
つ
つ
あ
るζ
と
を、
外

Lおい
て
く
ず
れた
の
で
あっ
た。

第こ
に
は、
「
毛
沢
東
思想」
に
よ
る
自己
犠
牲
と

大
衆へ
の
奉
仕
の
梢
神を
舶えつ
け
ら
れ
た
中
国
民
衆

で
は
あっ
た
が、
今
回の
地
毘に
さ
い
し
て
は、
や
は

りパ
ニ
ッ
ク
状
態に
陥っ
たと
と
で
あ
り、
死
者の
大

部
分は、
と
の
よ
う
な
集
団パ
ニ
ッ
ク
に
よ
る
混
乱に

よっ
て
生じ
た
もの
だと
する
見
方
も、
北
京か
ら
伝

え
ら
れてい
る。

第三
に
は、
中
国諸
都
市の
建
造
物の
耐
母
性の
弱

さ
が、
ζ
れに
よっ
ていっ
きょ
に
露
呈さ
れ
た
ζ
と

で
あ
り、
さ
らに、
中
国の工
業
化
計
画の
中
枢
部
門

が
地
民
地
借の
う
えに
集
中し
てい
る
事
実が
明
白に
酬

なっ
た
ζ
とに
よっ
て、
中
国の
工
業
化
計画の
H
幼
酬

児
性d
も
ま
た
露
呈さ
れ
たと
と
で
あ
る。

酬

と
の
点は、
も
し
中
国
自
慢の
地
下
壕
（ど
う）
が
州

大
き
な
被
害
を
受
けてい
ると
し
た
ら、
さ
らに
深
刻
酬

な
結
果
を
招くで
あ
ろ
う。

酬

と
れ
ら
の
諸
点はい
ず
れ
も、
「
毛
沢
東
思想」
に
州

依
拠し、
人
間の
主
観的
能動
性に
依
拠し
た、
大
衆
州

動
員
方
式に
よ
る
社
会
主
義塾
設の
弱
点
を
露
出し
た
酬

も
の
だとい
え
よ
う。

川

そ
れ
だ
けに、
中
国は
本
来、
い
わ
ゆ
る
「四
つ
の
州

現
代
化
｜｜
すな
わ
ち工
業、
設
業、
国
防、
科
学・
川

技
術の
現
代
化に
本
格
的に
曲聖子
すべ
きだと
息
わ
れ
州

る
が、
し
か
し、
そ
の
よ
う
な
方針と
そ
が
「
走資
派」
州

路
線
だと
し
て、
激
し
く
非
難さ
れた
ば
か
り
なの
で
川

あ
る。
そ
し
て
そζ
に、
中
国のジ
レ
ン
マ
が
存
在
す
州

るζ
と
はい
う
まで
も
ない。

川

AV
－－ 

中
国
当
局は、
八
月
九
日
付
『人
民日
報』
の
短
評
川

「一
つ
の
奇
跡」
が
示
し
てい
る
よ
うに、
「共
産
党
酬

の
指
導の
もと
で
は、
人
間がい
さ
え
す
れ
ば、
と
の
州

世
の
ど
ん
な
奇
跡で
もつ
く
りだ
すと
と
が
で
きる」
酬

とい
う
毛
沢
東主
席の
言
葉を
引
用
し
て、
あく
まで
酬

も
「
毛
沢
東
思想」
に
依
拠し
た
方
向
を
進も
うと
し
川

てい
る。

酬

し
か
し、
今
回の
大
地
震は一
方で守
中
国
民
衆に
州

「
毛
沢
東
思想」
の
重
大
な
陥せい
を
気づ
か
せ
た
か
酬

も
し
れ
ない。

酬
、．，，1
 
1
 
，a皿、

外交時評-中国地震と「毛沢東思想」　時事解説-1976.08.24


